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インドネシア日食の気球観測

東京天文台田鍋浩義

「…three， two , one ,go.IJ。東部ジャワのワト

コセ (Watukosek) にあるインドネシア航空宇宙

局(略称 LAPAN) の気球観測基地から， 日本・

インドネシア協同実験による日食観測気球が，薄

雲のたなびく青空にスルスルと上って行った。 6

月 11 日午前 7 時 13 分。東の風 O.5m 。まことに理想

的なランチングである。放球場を

遠まきにした警官隊や見物人から

拍手がおこった。

思えば，われわれが 5 月中旬に

ワトコセに来てからこの日まで，

予期せぬことがいろいろとおこり，

時には観測の実現に不安を感じた

こともあった。ワトコセには，ラ

ンチャーや受信設備が備えてあっ

たが， 新設基地であるためか未

調整のものが多く，われわれ日本

チームは，それらの整備に予定外

の日数を費してしまった。また，

昨年来打合わせておいた指令電波

の周波数が，現地に来てくい違っていることがわ

かり，大変にあわてたこともあった。気球につめ

る水素方ス (LAPAN は水素を使用)の保有量が，

テスト気球やゴム気球に使っているうちに，心細

くなったこともあった。しかしこれらの問題も，

日本側の希望や意見を容れたインドネシア側の国

ワトコセ気球観測基地の受信局
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内努力で，何とか解決して日食当日を迎えたので

ある。

今回のわれわれの観測目的は， F コロナの可視

域と赤外域での偏光測光であった。 F コロナは，

太陽と地球の聞の惑星間塵が，太陽光を回折，散

乱して生ずる現象で，その観測からは太陽近傍の

塵の情報が得られる。今回の観測では， とくにダ

ストフリーゾーン(無塵領域)の境界位置を， F

コロナの中から検出することを主眼にした。

惑星間塵は太陽の周囲を公転しながら，太陽の

光圧によるポインテイング・ロパートソン効果で，

しだいに太陽に近づき，温度も上昇する。しかし

ある距離で昇華温度に達すると，粒径が小きくな

って消滅するか，光圧で吹きとばされてしまい，

それ以上は太陽に近づけないので，太陽のごく近

くは無塵領域になっている。したがって，その境

界の位置が観測から正確に求まれば，そこでの昇

華温度を手がかりにして，塵の組成に関する知識

が得られるわけである。

無塵領域の境界附近では，昇華中の塵が一時的

に滞留するので，塵の空間密度が高いであろう。

そしてそれら高温の塵は，赤外域に強い熱輯射を

出しているはずである。また小さくなった塵がた

くさんあるために，可視域散乱光の偏光度も，他
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の所と異っているであろう。このようなことから

われわれは，可視域では SIT テレビカメラを用い

て，皆既太陽を中心とした 5° X5 。の画面の 4 色偏

光測光を行い，赤外域は口径 15cm の反射望遠鏡て 1

太陽を中心として黄道に沿った土 2.5° の範囲を掃

天して， 4 色偏光 j~lj 光を行うことにした。

F コロナは，太陽に比べて非常に淡いので，当

然のことながら日食時しか観測できない。その明

るさは，太陽離角 1° のところで1O- 9 Bo (Bo は太

陽面平均輝度)程度，しかも太陽離角が大きくな

ると急激に暗くなっていて 3。のところでは 10 一 10

Boくらいになる。一方，皆既中の空の明るさは，

皆既帯の外側からの散乱光のために，地上では 10- 9

Bo 程度であるが，もし 25km 上空に上れば，これが

1O-J1Bo近くまで落ちる。微小な偏光の測定にと

って，背景光が暗いことが有利であるのは明らか

である。また赤外観測では，下層大気中の水蒸気

の吸収を避けるために，上空からの観測が必要で­

ある。これが，われわれが今回とくに気球を用い

て観測を行った理由である。

われわれはこの観測計画を， 1980 年ごろから検

討していたが， 1981 年 3 月に LAPAN のスナリオ

長官が宇宙研に来訪した折に，これを説明して協

力の約束を得たのが，今回の協同観測の発端であ

f¥
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日食観測気球の航跡図(インドネシア・ジャワ， 1983年6月刊日λ

左下から右上に向う細線群は高度30kmでの皆既継続時闘を示す。
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る。その後は，宇宙研の西村研究室を窓口として，

LAPAN と連絡をとりながら準備を進め，その聞

には秋山，狛の両氏が，現地の予備調査も行った。

観測出張には， 58年度の文部省科研費(海外学術

調査)で 7 名が認められ，東京天文台の田鍋，磯

部，宇宙研の秋山，狛，阿部，京大の舞原，水谷

がチームを組んで出かけた。

きて，冒頭に記したように 11 日早朝に放球した

気球は， 9 時30分に高度30kmでレベルフライトに

入り，その後は時速80kmで西南西に流きれて行っ

た。 30km層の風向が，ほほ、東風であることは，前

日までのコ、、ム気球観測でわかっていたが，西南西

に行ったのでは，皆既帯の中心部には入らない。

そこで何とか東風層に乗せようと，パラストを落

した結果，わずかながら西向きに進路を変えるこ

とができた。観測器の方もヒヤリとしたことがあ

った。上昇中に冷えたためか，レベルフライトに

入って姿勢制御装置と赤外観測器のモーターが，

一時動かなかったことがあった。しかしこれも，

すぐに回復してホッとした。

気球が月の影に入ったのは 11時28分。ジョクジ

ャカルタ東南東約40kmの地点である。皆既継続時

間は 3 分50秒。受信室内での秒読みに従って，指

令電波でスイッチON した観測器は，姿勢制御装置

によって 10秒角の精度で黒い太陽を捕えて正常な

作動を続け，送られてくるデータを見る受信室に

は緊張感がみなぎっていた。

ゴンドラの切り落しは 11時51分。翌 12 日にジョ

クジャカルタ東南約30kmの小村て1 ほぽ完全な形

で回収された。

気球を使つての日食観測は，世界で初めてであ

ろう。われわれがこの観測に成功できたのは，ひ

とえに日本側，インドネシア側の多くの方々の直

接間接の御支援のたまものである。データの本格

的な解析はまだ始めたは、かりであるが，価値ある

成果を得るべく努力を続けている。

(たなべ・ひろよし)

恥せ…………………~

戸田、

制戸'

宇宙空間原子分子過程研究会

期 日昭和58年 9 月 26 日(月)- 9 月 27 日(火)

場 所宇宙科学研究所 ·45号館会議室

問合せ先 宇宙科学研究所・研究協力課

共同利用係 (467)1111(内 235)

太陽・地球環境科学 (5 TE) 研究連絡会

期 日昭和 58 年 9 月 29 日(利

場 所宇宙科学研究所・ 45 号館会議室

問合せ先 字宙科学研究所・研究協力課

共同利用係 (46 7) 1111(内 235 )

宇宙航行の力学シンポジウム

期 日昭和58年11 月 24 日(木)-26 日(土)

場 所宇宙科学研究所 ·45号館会議室

問合せ先 宇宙科学研究所・研究協力課

共同利用係 (467)1111 (内 235)

太陽系科学シンポジウム

期 日昭和58年 11 月 29 日(刈 -30 日(水)

場 所宇宙科学研究所・ 45号館会議室

問合せ先 字宙科学研究所・研究協力課

共同利用係 (467) 1111 (内 235)

ラ申優E言中延言中垣ラキ‘Eラ申ぞうキぞ訴中略宣言中・ミヲゆ‘正予中曜ミラキ時三ラキ提言中提訴中健診申曜E湧申曜Eラホぞ言中層Eヲ+曜Eヲ申‘E

*臼田深宇宙探査センター工事現況( 8 月 8 日)
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女ロケット・衛星関係の作業スケジュール (10月・ 11 月)

10 月 11 月

1 5 10 15 20 25 30 l 5 10 15 20 25 30

M-3S-4 総合地上オベ

噛合せ 組立オベ

「官三六三 電 }テ {マ IアLフ74 ンG V センサー 熱真空 磁主

EXQS-C スピンタイ 7ー 監試験 展開 メント 気
モ

ノ"' I
イメ

アン

スト

ST-735-1
計器合せ 噛合せ

K-9M-77

計総合せ 噛合せ

NTC
保安検査 10 トンステージシスアム試験

f¥

宇宙研談話会

-SpaceScience-

第25 回 10 月 6 日休) 午後 4 時-5 時

田中靖郎

「“てんま"の新しい成果」

場所宇宙科学研究所 45号館 5 階会議室

~表紙カット~

科学衛星「てんま」の回転すだれコリメータに

よって得られた X線星の地図。 2 個の X線星が，

約0.5 。隔てて並んでいる。右は 4 U1728-34 と呼

ばれる X線星，左は活動中のラピッド・パースタ

ーである(ISAS 事情参照)。波紋のように見える

のは，サイドロープ。

*キックモータ KM-P- 1. 2

地上燃焼試験無事終了

きる 7 月 25 日から 8 月 9 日

にかけ， M-3SII ロケットの

キックモータの地上燃焼試験が，津波のショック

のさめやらぬ能代実験場で行なわれた。キックモ

ータKM- P-1, 2はハレー茸星探査機を地球引力圏

外に打出すための最終段ロケットで，高性能が要

求きれている。従って今回は推薬，ノズルホルダ，

グラファイト，点火器などにつき 2 種類の構想を

盛込んで，その優劣を実験的に確認することとし，

これが燃焼性能を把握することと並んで重要な研

宇宙科学研究所報告

「宇宙科学特集号」の原稿募集

飛朔体を使った研究，またそのための基

礎研究でこの一年間に大きな成果の上った

論文を集めて特集号といたしたいと考えて

おりますので御投稿下さるようお願いいた

します。

<>

〆期日 10 月 31 日(月)

原稿送り先干 153 東京都目黒区駒場 4-6-1

宇宙科学研究所

鶴田浩一郎(世話人)あて

電話 (03)467-1111( 代表)

究項目となっていた。今日までのところ実験結果

の速報も未完の状態なので，現地で受けた印象を

もとにまとめてみると， 1 号機で所期の性能設定

値をクリヤできたこと，より高い性能をめざした

2 号機用推薬にはまだ検討の余地が多分に残され

ていること，ノズルホルダはこのところたて続け

に熱的障害を被っていること，従って機械的な脱

落防止機構が有効なこと，などが指摘できる。

実験当初は，津波の被害が目に見えない意外な

形で残っていることを懸念したが，計測系統も関

係者の診断した通りに無事に作動し，実験全般を

通じて順調に推移した。これはひとえに，最小限

/ー、、
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〆戸E

の時間で，いろいろ臨機応変の応急措置を取られ

た実験班各位の努力によるものである。

(倉谷健治)

*ラピッド・パースターと 4 年めの再会

8 月にはいり， 「はくちょう」と「てんま」の

運用指令を預る 54号館は熱気に包まれている。極

めて診奇な X線星，ラピッド・パースター (rapid

burster，略称、 RB) が活動を始めたからだ。きそ

り座の尾の毒針の位置にあるこの星は，通常は眠

っているが，半年-1 年ごとに目をきまして数週

間のあいだ暴れまわる。「はくちょう」は79年 8 月

に RBの活動を詳しく観測する好運に恵まれたが，

それ以後の観測はすべて空振りに終わっていた。

それから 4 年。 8/3から RB を含む天空領域の観

測に入っていた「てんま」は， 8/5に図(a)のパース

トを検出した。じつはRBのすぐ隣 (0.5度)には，

もっとノーマルな X線パースト源 4 Ul728-34が

あるので，この付近の空からパーストが受かるこ

とは特に不思議ではない。しかしこのパーストは，

お隣きんからのものと，少し顔つきが違う。観測

班が首をかしげているうちに，同様のパーストが

ほぼ70-80分の間隔で頻発するようになった。そ

こで「てんま」の回転すだれコリメータのデータ

でX線地図を作ったところ，お隣さんに並んでRB

が堂々と輝き出したことがわかった(表紙カット)。

こうして異端児RBの今固め活動は，一見ふつうの

ノ〈ースト源と変わらぬ顔つきで始まった。

この発見はただちに世界中の天文台に通報きれ

るとともに，別の空を観測していた「はくちょう」

も急ぎRBの監視に投入され， 「てんま」と 2 機そ

ろっての集中観測が開始された。待つことしばし，

8/19には図(b)のような台形の長いパーストが出る

ようになり(これは79年の活動のとき頻発した) ,

ついには(e)のように 10-30秒間隔でマシンカーンの

ようにパーストを連射する， RB特有の活動に移っ

ていった。 rてんま」は太陽角の制限から 8/22限

りで別の空の観測に移らざるをえなかったが，「は

くちょう」は兄貴分のメンツにかけてRBに食い下

っている。 8/30現在まだ RB の活動は衰えていな

し、。

RBの正体が何であるのかはよくわかっていない。

中性子星が関係していることはほほ、確実だが，な

ぜ他のX線星と異なった挙動を示すのだろうか。

観測班は，この 4 年ぶりの再会でRBの正体に肉迫

できるのではないかと熱い期待を抱いている。

*S-520-6号機打上げ成功
今年度の宇宙研ロケットの一番機 S -520-6号機

は，きる 8 月 29 日 10時，不安定な天候の合い聞を

衝いて発射された。搭載されたMINIX実験は 100

%の成功を収め，ロケットから放出された回収体

も，回収船により無事回収された。詳細次号。

(0) 8/5
Rev.2545

(c) _8121.Rev.2722

1min
••

(b)

1min
4ー一一一一→

「てんま」のとらえたラピッド・パースターの活動
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酒泉地区衛星発射場

宇宙科学研究所的川泰宣

ゴビの砂漠の西北端に撒の並木を従えて立つ発

射場・ー…北京から飛行機と汽車を乗継いで2000km

を旅して辿り着いた酒泉発射場の印象は誠に強烈

である……(森所長)。双城子の町にある射場付近

は人口が非常に少なく気候が乾燥しているので，

安全や設備の保障には便利。しかし夏の最高気温

42°C ，冬の最低気温-35°C と，寒暖の差が激しく，

作業には多大の努力が必要とされる。

中国は 1959年から自力で発射場の開設にとりか

かり，地質調査を経て 1966年から整備工事開始，

小型ロケットモータの試験，観測ロケットの打上

げ試験などを重ねた後， 1970年の東方紅 1 号衛星

以後計 8 個の科学実験/技術試験衛星を打ち上げ

ている。現在は第 3 段を液水/液酸エンジンにし

た長征 3 号ロケット (200km円軌道に 5 トン，静止

軌道に420kgの能力)が衛星打上げの主力である。

射場には，高き 55m ， 1200 トンの移動式整備塔

1 基と， 200m離れて発射台，アンビリカル塔が各

2 基ある。移動式整備塔は吊上げ・作業プラット

ホームの用をなし，両発射台兼用で必要に応じ行

ったり来たりするが，発射の際は両者の中央に止

める。アンビリカル塔は，燃料・酸化剤・ガス・

水・電気などをロケットに供給する。 2 つの発射

台はそれぞれ地下にコントロール室をもち，コン

トロール室の中に，試験管制パネルと発射管制パ

ネルがある。電源は，常時は市中一般のものと同

じで，非常用として予備の 400KWディーゼル発電

機をもっている。組立・発射オペレーションの際

の通信システムとしては普通の電話方式が使われ

位置: 40ー25'N , 99ー50'E

酒泉発射場から長征2号の打上げ

k
w
。
。

ている。

ロケットは上海，衛星は北京または上海から恐

らくは汽車で輸送され，ロケットを据付けてから

約 1 ヶ月後に発射される。衛星のロケット搭載は

発射の 1 週間前である。打上げ段階では，光学追

跡と電波追跡、が行われる。光学的には，シネセオ

ドライトと高速度カメラが作動，電波の方は主と

して Cバンドのモノパルスレーダーと連続波干渉

計が受け持つ。

酒泉発射場からの打上げ方位は 130° -160・の範

囲である。第 1 段の落下は人口の少ない地区なの

で保安には問題はないが，第 2 段は中国東南地区

の人口密集地域なので，ロケットの誘導の精密さ

はもとより，地上からの指令爆破システムなど，

きめ細かい対策を施している。

発射場全体としては2500人の人が働いており，

家族を含め6000人が，射場の町で生活している。

打上げ時には約500人が要員として配備される。

職員の士気は高い。中国の「宇宙」は大きな底

力と可能性を持っている……とは， 4 年前訪中さ

れた森所長の弁。

アンピリカル

汚水池 ζコ

I開運転室。(

移動式監備熔コントロール豆
(地下)

エレベータ

コントロール室

(地下)ζコ

燃料III 蔵庫(J也下kコ

今宮
田ム

ζ::J i輩円

Nd ノク(地下)
アンピリカJレ

f¥

。

発予 ζコ

ル 聖備 般化剤貯蔵庫(地下)
話 ζコロ

発点 コンプレy サ室(地下)

33二処理場(地下)

40ｷ
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サンタ・クルスの 7人の侍

小田稔

7 月 11 日から 2 週間ほど，サンフランシスコ南

方 100km，カリフォルニア大学サンタクルス校に，

はくちょう/てんまグループの一行 7 人が滞在し

た。名大・長瀬，田原，立教・蓬茨，宇宙研から

井上， 1- 2 年の予定でアメリカに出かける柴崎，

今ロス・アラモスに数ヶ月滞在中の河合と私であ

る。これは X線・ γ線天文学のワークショップで

全員80人のうち日本には，はくちょう/てんまと

して 10人の枠をわりあてたものである。よくある

ことで(1)出席旅費は全くなかったが，西海岸の

ことでもあり，ポケットマネーでもいこうという

ことで，それぞれ工面して安飛行機で赴いたので

ある。胸に雑菌が巣くった N先生，ぎっくり腰の

阪大M先生，急用でヨーロッパに行った T先生が

予定変更，不参加だった。

サンタ・クルスはヨットハーパーと 1 km近い木

造の桟橋が突出した湾に面した街，大学はそこか

ら 10分不呈離れた山の中にある。カフェテリアにい

くにも車が必要な広い森の中に点在するいくつも

のカレッジで構成きれている。私達の会合はその

中のオークス・カレッジである。カレッジといっ

ても建物の半分以上は寮である。一単位 3 つのベ

ッドルーム， 1 つのキッチンとリビングルームで

構成きれた寮に全員分宿するのである。深い森で，

早朝ジョグしていると鹿の御夫婦やうさぎ，夜は

スカンクによく出会うのである。

きて，ワークショップ。毎日午前中， 30-40分

程の講演，レビューがある。そこで出てくる様々

なテーマについて集中的なワークショップを編成

して午後或いは夜，シリーズ又はパラに会合する

といういかにもワークショップらしいものになっ

た。日本側の各メンバーも何回も，多い人は 4­

5 回出番があり，それも殆んど突発的に役を割り

あてるので，皆“しんどかった"が，それにバー

ベキューやワインパーティー等もあわせると，腹

一杯議論出来たのだと思う。

現在働いている X線 γ線衛星は，はくちょうと

てんまと今年 5 月に生れたESAのEXOSAT の 3

つだから観測データについてはこれらが話の中心

になる。国際会議というと，よく日本からは l 人

か 2 人，話の中身には自信はあっても，言葉のこ

ともあり l 人で緊張している場合が多いと思うが，

今回は皆さんはもてもてで言葉のことも忘れて，

“ごきげんな" 2 週間だったと思う。

週末には，はくちょうの初期に宇宙研にきてい

たMITのジャニ方、ンと， MITではくちょうとアン

デス山中の天文台からの光学観測の電話中継を毎

日つとめたコミンスキーとの夫妻が，その後パー

クレーに転任，西部MIT同窓会( ?)をやるという

ので日本からの全員も長駆バークレーに赴いた。

一晩飲み明かし，ジャニ方、ン達の家の床に皆で雑

魚寝したものである。

第 2 週には毎日午後 1 - 2 時間，アメリカの天

文衛星の将来計画のやや政治的(1)な会合があっ

た。日本ではどうして科学衛星を年 1 つというペ

ースでやれるのか， NASAのやり方のどこに問題

があるかということが何度か問題になった。 NASA

からも人が来てOPEN，次期太陽活動期， X線 7

線計画等に対する日本の協力というより， 日本に

対する米の研究者の参加方式について議論された。

現在てんまに手一杯ではくちょうがフルには使わ

れていないことについて，手べんとうで人を出し

たらレンタサテライトしてくれるかという申し入

れもあった。

会が終って，私はすぐ帰国，皆きんはサンディ

エゴ校の招きで 1 台にぎゅっづめで南下，街で中

華料理をたべてお別れした。ワークショップの間

日本グループは時々は自炊したり，ーしょに又は

個々に街で食事したものである。海というので色

々魚も食べたが結局はこの最後の中華料理，特に

ラーメンがやっぱり一番おいしかったというのが

一致した見解のようである。(おだ・みのる)
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第二の太陽系を

発見した IRAS

住にまに
*宇宙の追突事故

きる 6 月 16 日， ESA (ヨーロッパ宇宙開発機

関)のアリアン・ロケットが，南米ギアナのクー

ルー基地から発射きれた。このアリアンは，通信

衛星ECS-1 とアマチュア通信衛星 (Amsat)

のOscar1 0 を，複数衛星打上げシステム (SyIda)

てい軌道へ打ち出したが， このうち Oscar10 が，分

離後 55 秒， 57 秒の 2 度にわたって，アリアン最終

段から追突を受けた。この追突で Oscar 衛星のア

ンテナの l つが損傷を受けたが， ミッションは遂

行される模様である。

Oscar10 計画のチー

フである Karl Meinzer

氏の弁では，「打上げ前

の予測では， Oscar10

分離後のアリアン自体

の加速が，従来のアリ

アンに比べて 2-3 分

の l だろうということ

だった。この予測が間

違っていたのだろう。

そもそも私は，なぜ従

来のアリアンより加速

が小きいのか，十分に

説明を受けていなかっ

た」と，怒り心頭であ

る。まあ，やはり事前

に十分に納得の行く準

備をすべきだったよう

で……。それにしても

宇宙時代のおカマ一一

気をつけなければなり

ませんぞ。

(AW&ST,

July25, 1983)

*またも新しい高速パルサー

没落の道は早い・・・…と「かに星雲ノりレサー」が

嘆いたかどうか。周期1. 5ms のパルサーの発見に

よって，かに星雲パルサー(周期 33ms) が王座

を奪われたことは， No .2 5で紹介した。ところが，

この元チャンピオンが 2 位から 3 位へ転落するの

に，半年とかからなかった。こんどは， 1. 5ms パ

ルサーから角度にして 10 度と隔っていない位置に，

周期 6.1ms の電波ノりレサ一， PSR1953+29が発見
きれたからである。そして前回と同様， 5 編もの

論文が， Nature誌の同ーの号をにぎわせた。この

パルサーは1. 5ms パルサーと異なり，そのパルス

周期に規則正しいドップラ一変調を示す。どうや

らこのパルサーは，思Ijの星と，周期およそ 120 日

の連星をなしているらしい。またこのような系は，

低質量のX線星が長い時聞かかって進化した末に

できるという。 (Nature ， 8 月 4 日号)

*織姫星に惑星が/

赤外線望遠鏡衛星 IRAS が，こと座のベガ(織

姫星)に第二の太陽系を発見した。発見されたの

は，ベガのまわり 100億同の範囲に散らばる米粒

大から小惑星ぐらいの大きさの団体から放出きれ

ている赤外線で， 10億年以下というベカ守の若い年

齢から考えても，

惑星形成の途中段

階であるらしい。

今度の発見が，太

陽系の歴史を研究

する上での大きな

手がかりになるこ

とは間違いない。

日本人には七夕で

親しまれている織

姫様，なんと，す

でに身龍っている

というわけだ。

(NASAニュース

1983年 8 月)

戸\

〆ー、、
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赤外線検出器(その 1 )
-11ぃ~

\匂誉宙

熱電対やゴーレイセルが赤外線検出器として用

いられた“古き良き時代"が去り，現在は半導体

検出器の全盛時代である。多くの種類の検出器が

あるが，実際に天体観測に用いられているものの

中から代表的なものをいくつか取り上げよう。

波長 1 - 5 ミクロンの近赤外域ではインジウム

=アンチモン(InSb) 検出器が広〈用いられる。

これはInSbの単結晶の表面に p-n接合を作ったも

ので，この接合面に光子が入射すると電子一正孔

対を生成して電流が流れるという原理を利用して

いる。液体窒素で77K以下に冷却した時に 1 -5

ミクロンの光を感じ，雑音等価パワー (NEP) が

10一 16W· Hz-X以下に達する。 これは 1000キロメ

ートル離れた 100ワットの電球を， 1 ミリ角の検

出器で検出できるほどの高感度である。近赤外域

には地上から観測できる“大気の窓"がいくつか

あり，大望遠鏡とのコンビで現在の赤外線天文学

を築く原動力になったといえる。

最近InSbの二次元CCD (32X32 素子)が製作き

れ，ハワイの望遠鏡を用いて試験観測が行なわれ

たという報告があった。単一の検出器に劣らない

感度を持っているとすると，すばらしい検出素子

である。今後の活躍が期待される。

次号では，現在活躍中の赤外天文衛星(I RAS)

に搭載きれている検出器を取り上げよう。

宇宙研 芝井広

-11';:::0(戸、\
ヘ込出誉宙 準回帰軌道

0
0

90。

陽同期・準回帰軌道といっ形で用いられることが

多い。上述の準回帰の特性から分かるように，地

球全体の季節変化と日変化をたった 1 個の衛星で

調べる際には，太陽非同期・準回帰という組合せ

が有利である。海洋表面の情報を総括的に取得し

地震・津波などの自然災害の予知に関する研究を

進めようというアメリカのEOPAP (地球大洋物

理学応用計画)がある。その一環として Seasat

衛星の開発が行われている。 Seasatの軌道として，

高度 800km，軌道傾斜角 108。の太陽非同期・準回

帰軌道が選ばれている。 一宇宙研一 的川泰宣

360。270。180。90。

「回帰軌道J (ニュースNo.26pp.9 )では，はじ

めの昇交点が地球の自転に伴なって最新の昇交点

との差を拡げ，ついには約 1 日の周回数N の後に，

丁度最新の昇交点に過不足無く追いつき，回帰が

実現する。もし衛星高度を回帰軌道の高度よりも

少し高くすると，軌道周期が少しだけ長くなるの

で，衛星が 1 日のうちに地球を N 周する聞に，地

球は軌道面に対して， 1 周分 (360
0

)よりも少し

多く差をつける勘定になる。このため衛星直下点

の軌跡は， 1 日毎に少しずつ，地表と相対的に西

へ移動していく。反対に衛星高度を回帰軌道より

も少し低くすると， 1 日後に衛星高度は地表と相

対的に東へ移動していく。

このような準回帰軌道は，

衛星の軌跡が毎日少しずつず

れていき，数日後に再び同じ 空

軌跡、をたどるようになるので， 民

地表の大部分の地域を一定期

間毎に繰返し観測するのに適
-300

している(図の地表面軌跡参 。
U

経度
照)。太陽同期と組み合せて太
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東大核研から西村教授が気球工学なるものを携

え転入きれてきたのは，昭和40年のことで，頃合

を閉じくして(少し誇張かな)私が宇宙研に就職

がかなったのもこの時で，特別事業という大きな

プロジェクト研究が宇宙研にもたらされたときで，

(人員の増加)この恩恵と思っております。

41年度から西村教授を中心とする大気球による

実験が実施されることになり，その総務の一端を

tft つことになりました。

ここで，総務の責任者として忘れ得ない人物が

おり，少し紹介させていただきます。今はすでに

故人となられた花房実氏で，総務担当前は過去数

年経理畑に在籍し，実行力と卓越した理論の兼備

を認められるところによりこの任にあたり (41年

-46年まで)実験班員はもとより P I 班にも情熱

はすばらしいものがあったと思います。また，氏

の人生に+，あるいはーであったかはきだかでは

ありませんが，こよなくアルコールをたしなんで

いました。しかし，この任から離れてから数年後

に燃焼するところとなりました。誠に惜しまれて

なりません。

気球実験の本質論等については，すでに西村教

授が述べられ，また著書にも「気球をとばす」な

るわかりやすい科学書も出版きれておりますから，

ここではちょっと実験にまつわる話を一つ，二つ。

41年度， 42年度の実験は茨城県大洋村において

行われましたが，施設はソヨとしたプレハブ 1 棟

がすべてで，建築現場等でよく見かけられるシン

パリ棒が斜めに入ったもの，至極通風性のよいも

ので，大雨，大風どきは，各計器類の保護作業も

夜中によく行うこともしばしば，また宿よりの往

復にしても足はライトパン(中古) 1 台，定員は

はるかにオーバー，後部の窓には眼ばりの発泡ス

チロール， しかも道路はデコボコ，頭は天井にゴ

幹

渡辺
三月，

日又

ツゴツというあん配でした。

気球の大型化に伴ない， 43年度からは福島県原

町に移り，実験主任と総務班の宿を決めるにあた

り，処々旅館をめぐり，そのうち 1 軒 (K旅館)

正面玄関はなかなかの作り，また応対された婦人

(奥きん)の礼儀正しき， しかも背高もすらりの

美人。実験主任の一声で決まり。たぶん後者の故

か。実験班の宿は， Mの湯と云う旅館にお世話願

うところとなった，ここがまたすばらしいとこ。

部屋の間取り，旅館の人々の寛容態度が大陸的で‘，

特に館名の示すように Mの湯で，夜は遅くまで大

衆浴場を兼ねていた。たしか実験班の部屋は 2 階

で，前を少し見上げると天井に湯抜きのコウシが

あり，中 3 階に昇ると(秘密の階段)，下の景観が

見下せるようになってーぷくの清涼剤になった。

実験場は大洋村より少しましではあるが，やはり

建家がプレハブ( 2 棟半)ここでは戦さ言葉でウ

ンカがウンカの如くおし寄せへきえきしたことな

どなど，色々とトピックニュースはあるが紙面の

都合で，これ以上の話は直接小生までおたづねい

ただければと思います。

現今の三陸大気球観測所を見るにつけ，ここに

至る聞の実験主任を中心とする実験班員とのご苦

労を眼のあたりにし，細い糸がよりによりすぐら

れ太い糸になったと痛感するものです。

(わたなべ・せっ)

~、

f¥

8 月の宇宙研は忙しい。内ノ浦

と三陸で夏の実験が始まり，能代

ではM-3SII 地燃の大詰め。臼田

の64m アンテナや淵野辺新キャン

パス建設も佳境に入る。駒場ではEXOS-Cが旅

立ちの準備，そして「てんま」と「はくちょう」は

次々に現れる獲物を追って今日も朔る。(牧島)

⑨
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